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編 修 趣 意 書 

（教育基本法との対照表） 
 
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-54 高等学校 国語 現代の国語  

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

50 大修館 現国 706 現代の国語 

１．編修の基本方針 

・主体的・対話的で深い学びをとおして、実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的に考える力・他者に

共感する力・想像する力を伸ばし、言葉で伝え合う力を高めることができるよう配慮する。 

・言葉がもつ価値への認識を深め、語彙を豊かにし、言葉を使いこなす力を身につけるとともに、生涯にわたって読

書に親しむ態度を養い、他者や社会に対する関心を育むことができるよう配慮する。 

・教育基本法第2条に示された教育目標への対応に配慮しつつ、現代社会における多様な話題・題材を提示して生徒

の興味・関心を喚起し、言語活動をとおして生徒が主体的に学習に取り組めるよう配慮する。 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

1 明日をひらく 
  

白紙／考える技術 

■伝える・伝え合う 

・学習への意欲を喚起することをねらいとし、主体的に考えることや、論理的に考
えることの大切さを説いた「白紙」「考える技術」を収録した。（第1・2号） 

・目的や場面に応じて、適切な語句や文体を選択する力を養う教材を位置づけた。
（第1号） 

 

pp. 9-22 

2 要点をつかむ 
 

文章の要点をつかむ 

水の東西／「動」への変化 

・論理的に物事を考える力を育み、具体と抽象の関係、対比されている事柄どうし
の関係などに対する理解を深めるため、「水の東西」「『動』への変化」を収録し
た。（第1号） 

 

pp. 23-36 

3 的確に伝える 
 

伝わるように話す 

わかりやすく書く 

 

・情報を、わかりやすく的確に伝えられるように話す力や、書く力を養う教材を位
置づけた。（第 3 号） 

・情報を的確に伝えるための工夫について述べた文章「設計図を最初に渡せ！」を
導入として位置づけ、学習への意欲を高められるよう配慮した。（第3号） 

 

pp.37-50 

4 意見を示す  
 

発想を広げる 

意見を書く 

 

・自分の意見をもち、それを論理的に示す力を養うことができるように、他者と協
力して発想を広げたり、主張と根拠を明確にして自分の意見を書いたりする教材
を位置づけた。（第 2･3 号） 

・自らの発想を広げ、意見を示すための素材として、「プラスチック汚染からは逃
げられない」を学習活動の参考として位置づけた。（第3・4号） 

 

pp.51-66 

5 論理をとらえる  
 

文章の論理をとらえる 

動的平衡としての生物多様性 

／自然と人間の関係をとおして

考える 

・論理的に物事を考える力を育み、主張と根拠の関係、帰納的・演繹的な推論など
に対する理解を深めるとともに、自然や環境への興味・関心を高めるために「動
的平衡としての生物多様性」「自然と人間の関係をとおして考える」を収録した。
（第1・4号） 

 

pp.67-84 

6 魅力的に伝える  
 

工夫して話す 

魅力的な紹介文を書く 

 

・他者へ魅力的に情報を伝える力を養うことができるよう、スピーチをしたり、紹
介文を書いたりする教材を位置づけた。（第 2･3 号） 

・情報を効果的に伝えるための工夫について述べた文章「『伝える』の先にあるも
の」を導入として位置づけ、学習への意欲を高められるよう配慮した。（第3号） 

・同じ本について紹介した文章を比較して読み、それぞれの表現の工夫について考
えるための素材として、「『家守綺譚』評」を学習活動の参考として位置づけた。
（第2号） 

pp. 85-100 
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7 資料を駆使する  
 

資料と文章の関係を読む 

「安くておいしい国」の限界 

／インターネット時代の音楽 

産業 

統計資料をもとに意見を書く 

 

・複数の資料や情報を関連づけながら読み取る力を育むため、「『安くておいしい
国』の限界」「インターネット時代の音楽産業」を収録した。（第1号） 

・情報を取捨選択したり、資料を用いて適切に主張をしたりする力を養うことがで
きるよう、統計資料に基づいた主張を書く教材を位置づけた。（第 2･3 号） 

・グラフの種類や特徴についての理解を深め、自らの主張の根拠として活用できる
よう、さまざまな統計資料を「課題」として掲載した。（第 1 号） 

pp. 101-122 

8 他者と交流する  
 

目的に沿った質問をする 

状況に応じた通信文を書く 

 

 

・目的や状況をふまえて、他者と適切に応答する力を養うことができるよう、イン
タビューをしたり、通信文を書いたりする教材を位置づけた。（第 3・5 号） 

・コミュニケーションのありかたについて述べた文章「他者を理解するというこ
と」を導入として位置づけ、学習への意欲を高められるよう配慮した。(第3号) 

・ミニインタビューをしたり、通信文を書いたりする学習活動の参考として、「イ
ンタビューの醍醐味」「パン屋の手紙」を収録した。（第1・3号） 

 

pp. 123-144 

9 情報を比較する 
 

文章を比較して読む 

「美しさの発見」について／空

気を読む／「個人」から「分

人」へ 

・複数の資料や情報を関連づけながら読み取る力を育むため、「『美しさの発見』に
ついて」「空気を読む」「『個人』から『分人』へ」を収録した。（第1号） 

 
pp. 145-168 

10 他者を動かす  
 

説得力のある資料をつくる 

資料を用いて発表する 

 

・他者に自分の考えを的確に伝え、説得する力を養うことができるよう、企画書を
書いたり、資料を用いてプレゼンテーションを行ったりする教材を位置づけた。
（第 2･3 号） 

・企画書を書いたり、プレゼンテーションをしたりする学習活動の参考として、
「企画書『となりのトトロ』」「どう伝えるか」を収録した。（第1・3・5号） 

 

pp. 169-186 

11 主張を吟味する  
 

根拠を吟味しながら読む 

贅沢を取り戻す／言葉について

の新しい認識 

文章を読み取って主張を書く 

討論をする 

・主張の根拠や引用の妥当性を吟味する力を育むため、「贅沢を取り戻す」「言葉に
ついての新しい認識」を収録した。（第1号） 

・他者の主張を的確にふまえて、自分の考えを主張する力を養うことができるよ
う、他者の文章を読み取って主張を書いたり、討論会を行ったりする教材を位置
づけた。（第 2･3 号） 

pp. 187-216 

12 考えを発信する  
 

主体的に読む 

白／作業ロボットの悲劇 

結論を出すために話し合う 

レポートを書く 

・目的や問いをもち、主体的に文章を読む力を育むことをねらいとし、「白」「作業
ロボットの悲劇」を収録した。（第１･５号） 

・問いを設定し、それを解決する力を養うことができるよう、結論を出すために話
し合ったり、レポートを書いたりする教材を位置づけた。（第１･２･３号） 

pp. 217-244 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点 

・規約、条例、ポスター広告など、実用的な文章を掲載した「社会への視点」を２か所に設置し、学習内容と実社会

とのつながりを意識できるよう配慮した。 

・読書への関心を高められるよう、「読むこと」の著者紹介において、関連書籍を紹介する「著作案内」を設置した。 

・「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の活動が円滑に行われるよう、参考となる基礎的な情報を「豊か

な言語活動のために」として資料編にまとめて設置した。 

・幅広い知識や教養を身に付けられるよう、評論文などでよく取り上げられるテーマや語句について解説した「キー

ワード解説」を資料編に設置した。 
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編 修 趣 意 書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
 
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

102-54 高等学校 国語 現代の国語 
 
 

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 

50 大修館 現国 706 現代の国語 

 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

●基本方針 

・主体的・対話的で深い学びをとおして、実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ、論理的に考える力・他者に

共感する力・想像する力を伸ばし、言葉で伝え合う力を高めることができるよう配慮する。 

・言葉がもつ価値への認識を深め、語彙を豊かにし、言葉を使いこなす力を身につけるとともに、生涯にわたって読

書に親しむ態度を養い、他者や社会に対する関心を育むことができるよう配慮する。 

・学習指導要領に示された教育目標への対応に配慮しつつ、現代社会における多様な話題・題材を提示して生徒の興

味・関心を喚起し、言語活動をとおして生徒が主体的に学習に取り組めるよう配慮する。 

 

●構成 

・「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の 3領域の教材を、目標に沿ってバランスよく取り入れつつ

単元を構成し、基礎的な内容から発展的な内容へと段階的に進めるよう、全 12単元を配置した。 

 

●教材選択にあたっての配慮 

・「話すこと・聞くこと」「書くこと」では、現実の社会において必要な国語の力を身につけられるよう、実社

会・実生活と関係深い活動や資料を取り入れた多種多様な教材を配置した。 

・「読むこと」では、現代に生きる高校生が知っておきたい新鮮で多様なテーマを取り入れつつ、論理的・批判

的な思考力を高められるような教材を配置した。 

 

●教材化の工夫 

１「話すこと・聞くこと」「書くこと」の教材化 

・教材冒頭に「ウォームアップ」「目標」「学習の見取り図」を配置し、学習内容を明確化できるようにした。 

・教材中の「ワーク」をとおして、その教材で身に付けたい基礎的な力を養い、その力をもとに、発展的な

「課題」に取り組む構成とし、着実に学習の定着をはかれるようにした。 

 

２「読むこと」の教材化 

・教材冒頭に「ウォームアップ」「目標」を掲げ、学習内容を明確化できるようにした。 

・語句・漢字の学習に役立つ「語句・漢字」欄を見開きごとに配置。読み替えや同音異義語、対義語などの情

報も充実させ、「学習のポイント」の「語句と漢字」欄とあわせて、漢字・語彙の学習に資するようにした。 

・評論などを読み解く際に大切な語句を「キーワード」として示した。資料編の「キーワード解説」とあわせ

て語彙力の育成に資するようにした。 

・「学習のポイント」には、その教材の内容理解を目的とした設問と、自身の表現活動にも資する設問「言葉と

表現」を設置し、多様な力を育めるようにした。 

・生涯を通じた読書生活の充実に配慮し、各教材に「著作案内」を配置し、読書への意欲を喚起するよう工夫

した。 

 

●資料編の充実 

・資料編には、「豊かな言語活動のために」「キーワード解説」を設置し、さまざまな学習場面で活用できる基

礎的な情報をまとめて提示した。 

 



２．対照表

(3)

ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ ア ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ ア イ ア イ

1

明日を
ひらく

白紙
考える技術――考えさせない時
代に抗して
伝える・伝え合う

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
p9～
22

A:0.5
B:0.5
C:0
計1

2

要点を
つかむ

文章の要点をつかむ
　水の東西／「動」への変化

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
p23
～36

A:0
B:0
C:3
計3

伝わるように話す 〇 〇 〇 〇 〇 〇

わかりやすく書く 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

社会への視点①
　さまざまな規約

〇 〇 〇 〇 〇 〇

発想を広げる 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見を書く 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5

論理をと
らえる

文章の論理をとらえる
　動的平衡としての生物多様性
／自然と人間の関係をとおして
考える

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
p67
～84

A:0
B:0
C:3
計3

工夫して話す 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

魅力的な紹介文を書く 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

資料と文章の関係を読む
　「安くておいしい国」の限界
／インターネット時代の音楽産
業

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

統計資料をもとに意見を書く 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

目的に沿った質問をする 〇 〇 〇 〇 〇 〇

状況に応じた通信文を書く 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9

情報を
比較す
る

文章を比較して読む
　「美しさの発見」について
（脳は美をどうとらえるか）／
空気を読む／「個人」から「分
人」へ

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

p145
～
168

A:0
B:0
C:4
計4

説得力のある資料をつくる 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

資料を用いて発表する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

社会への視点②
　さまざまな広告

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

根拠を吟味しながら読む
　贅沢を取り戻す／言葉につい
ての新しい認識

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

文章を読み取って主張を書く 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

討論をする 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

主体的に読む
　白／作業ロボットの悲劇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

結論を出すために話し合う 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

レポートを書く 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

豊かな言語活動のために 〇 〇 〇 〇 〇

p246
～
259

キーワード解説／テーマと読書 〇 〇 〇

p260
～
274

総計

A:20
B:30
C:20
計70

A:3
B:3
C:0
計6

A:3
B:4
C:0.5
計7.5

配当
時数

該当
箇所

3

的確に
伝える

p37
～50

8

他者と
交流す
る

p123
～
144

4

意見を
示す

p51
～66

p101
～
122

p85
～
100

A:3
B:3
C:0
計6

7

資料を
駆使す
る

Ａ話すこと
・聞くこと

(2)(1)

A:2
B:2.5
C:0.5
計5

A:0
B:4
C:3
計7

図書の構成・内容

11

主張を
吟味す
る

p187
～
216

資料編

p217
～
244

A:3
B:6
C:3
計12

p169
～
186

12

考えを
発信す
る

-

A:3
B:4
C:3
計10

10

他者を
動かす

学習指導要領の内容

知識及び技能

思考力・判断力・表現力等

Ｂ書くこと Ｃ読むこと

(1)

A:2.5
B:3
C:0
計5.5

(2) (1) (2) (1)

6

魅力的
に伝え
る

(2)

2


